
   事 務 連 絡 

平成 21 年 12 月 16 日 

 

各都道府県新型インフルエンザワクチン担当部局 御中 

 

厚生労働省 

新型インフルエンザ対策推進本部 

 

 

新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン（国内産）の 

接種回数の変更等について 

 

 

 日頃より、新型インフルエンザ対策にご協力いただき、誠に有り難うございま

す。 

今般、新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン（国内産）の接種回数について

下記のとおり変更するとともに、当該変更等を踏まえて、当面の接種について下

記のとおり進めることといたしますので、各都道府県における対応方よろしくお

願いいたします。 

 

記 

 

１．接種回数の変更について 

今般、11 月上旬から国立成育医療センター及び大阪市立大学公衆衛生学教室に

よって実施された、中高生及び妊婦に対する臨床試験の１回目接種後の抗体価に

関する結果等についての専門家による評価を踏まえ、新型インフルエンザ

（A/H1N1）ワクチンの接種回数について、別紙１のとおり 

・「中高生に相当する年齢の者」は１回接種とすること 

・「妊婦」は１回接種の方針（平成 21 年 11 月 17 日付け厚生労働省新型イン

フルエンザ対策推進本部事務連絡を参照）を維持すること 

といたしましたので、管下市町村、受託医療機関及び住民の方々への周知方よろ

しくお願いいたします。 

 

２．標準的接種スケジュールの前倒し検討について 

 １．のとおり中高生に相当する年齢の者のワクチンの接種回数を１回に変更す

るとともに、新型インフルエンザの推計患者数（平成 21 年 12 月 6 日時点で累計

約 1,400 万人と推計）を差し引くことにより修正した「標準的接種スケジュール

 



（目安）」は別紙２のとおりとなります。 

このスケジュール（目安）では、これらの見直しを踏まえ、「高校生に相当する

年齢の者」及び「高齢者」の開始時期について、それぞれ半月程度の前倒しが可

能となります。しかしながら、１月の接種開始までに時間がないこと等を踏まえ、

前倒しを実施するか否かは各都道府県でご判断いただくことといたします。 

各都道府県におかれては、地域の接種の進捗状況や予約状況等を踏まえ、可能

であれば前倒しの対応をいただくようお願いいたします。その際、12 月 28 日に

出荷（卸売販売業者に１月 6～７日頃納入見込み）される製剤の大部分は 10ml バ

イアル製剤になることを踏まえ、 

・中学生や高校生に相当する年齢の方に対する集団的接種の実施について検討

いただきたいこと 

・１１月後半から１２月半ばにかけて相当量のワクチンが出荷（約 1,500 万回

分）され、地域ごとの違いはあるものの、全国的には概ね接種希望に対応で

きる量のワクチンが供給される可能性が高く、10ml バイアル製剤の有効活用

を図る観点からは、高校生や高齢者など次の優先接種対象者のグループの接

種を早期に開始することが望ましいこと 

などについても考慮いただきますようお願いします。（平成 21 年 12 月 11 日付け

厚生労働省新型インフルエンザ対策推進本部事務連絡を参照） 

 

３．優先接種対象者以外の方へのワクチン接種開始について 

平成 21 年 12 月 15 日付けで「新型インフルエンザ（A/H1N1）ワクチン接種の

基本方針」を改訂し、今後、健康成人に対しても接種を進めるとともに、健康成

人のうち低所得の方に対しても、優先接種対象者と同様に、費用負担軽減措置を

講じることといたしましたが、健康成人に対する接種開始時期等の接種の進め方

については、輸入ワクチンの状況等を踏まえ、来年１月を目途にご連絡をいたし

ますので、ご承知おき下さい。（平成 21 年 12 月 15 日付け厚生労働省新型インフ

ルエンザ対策推進本部事務局事務連絡を参照） 

 

以上 


